
　６月23日（木）、多目的運動広場にて、いばらきねんりんスポーツ大会かすみが
うら市予選会を開催しました。梅雨空の下、予選を勝ち抜いた選手・チームの皆
さんは、１０月１３日（木）に笠松運動公園で開催される第２７回茨城県健康福祉
祭いばらきねんりんスポーツ大会へ出場します。

ともに生き　みんなと住み続けたい　思いやりのまちづくり

kasumigaura welfare information 令和4年7月19日発行
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理事会・評議員会報告
生活支援体制整備事業ってなぁ～に？！

地区社協活動報告
ひきこもり相談窓口

本紙では、障害・障がいの表記については、法律用語は漢字、それ以外はひらがなで表記しています。

いばらきねんりんスポーツ大会
かすみがうら市予選会

サロン活動紹介
義援金・救援金

   ★予選会結果★ （敬称略）
ワナゲの部 ペタンクの部

グラウンドゴルフの部

ワナゲの部 ペタンクの部

グラウンドゴルフの部

ワナゲの部　  優　勝　逆西

ペタンクの部  優　勝　下稲吉やまゆり会

グラウンドゴルフの部
　　　　　　  優　勝　齋藤　幸喜（大塚）
　　　　　　  準優勝　生田目春好（下稲吉２区）
　　　　　　  ３　位　久保庭悦子（美並第２）
　　　　　　  ４　位　小野　英夫（角来いきいき）
　　　　　　  ５　位　川島とし子（美並第３）
　　　　　　  ６　位　田能　弘一（なゆたの会）



　令和３年度は、新型コロナ感染症ワクチン接種が開始され地域福祉活動の再開ができること
を期待し、事業を開始しました。しかしながら前年度以上に感染症がまん延する事態となり、
感染状況を見ながらの活動となりました。一部の事業では、オンラインを利用した話し合いを
試験的に実施しました。
　そして、今年度も国や県の対策に従いコロナの影響による困窮者等に対する貸付や相談支
援を昨年度同様に実施するとともに、地域活動が困難な中でもできることを考え、高齢者の健
康増進を図るためのシルバーリハビリ体操普及講習会や、学校の協力を得ながら子どもヘルパー
事業を実施することが出来ました。
　また、災害ボランティアセンター運営に関する協定をかすみがうら市と締結することができま
した。
　そのほかコロナ禍による災害時の対応について、災害ボランティアセンターの運営方法に対
する新たな課題が見つかり、今後感染対策を含めた運営方法の検討していく必要があります。
今年度の状況を踏まえ、これからも地域福祉の推進に励んでいきます。

２ 社協だより 第 72号

《社会福祉事業》
◆会務の運営
　１）理事会・評議員会の開催
　２）各種委員会の開催

◆自己財源の確保と社協活動の強化
　１）社協会員の加入促進
　２）民生委員児童委員協議会連合会との連携
　３）区長会との連携

◆社会福祉啓発活動及び広報活動
　１）社会福祉大会への参加
　　・第71回茨城県社会福祉大会
　　　市内顕彰者　県知事表彰　　　20件
　　　　　　　　　県社協会長表彰　15名
　２）広報紙の発行
　　・かすみがうら社協だよりの発行　　　年4回
  　                                            臨時号1回

◆研究及び研修
　　・各種研修会等への参加

◆地域福祉活動
　１）地区社協体制の充実強化
　２）日常生活自立支援事業の相談受付・支援実施
　３）ひきこもり支援事業の実施

◆児童・青少年福祉
　１）インスタントシニア・車いす体験学習の指導
　２）児童・生徒のボランティア活動普及事業

◆高齢者福祉
　１）『食』の自立支援事業の実施
　２）老人クラブ連合会への協力

◆障がい者福祉
　１）障害者福祉会への協力
　２）手をつなぐ育成会への協力

◆母子寡婦及び父子家庭福祉
　１）母子寡婦福祉会への協力
　２）新入学児童へお祝い品の贈呈

◆援護対策
　１）生活福祉資金貸付申請　　　　　  　　　　   1件
　２）緊急小口資金コロナ特例貸付申請　 　　　   68件
　３）総合支援資金コロナ特例貸付申請　　　　    60件
　４）総合支援資金コロナ特例貸付（延長）申請　　22件
　５）総合支援資金コロナ特例貸付（再貸付）申請　44件
　６）小口貸付資金の貸付　　　　　　　　　　　  1件
　７）歳末たすけあい援護金の配布　　　　　　　91件
　８）歳末特別援護金の配布　　　　　  　　　　20件
　９）準要保護世帯中学卒業支度金の支給　　　  23件
 10）準要保護世帯小学校卒業支度金の支給  　　22件
 11）被災者世帯への見舞金の支給　　　　　     　1件
 12）生活困窮者世帯・準要保護（小学校）世帯への
 　　生活必需品の配布　　　　　　　　　　　  138件

◆ボランティア育成強化対策
　１）ボランティア連絡協議会への協力
　２）ボランティア講座の開催（絵手紙講座・終活講座）　
　３）ボランティアセンターの運営
　４）災害ボランティアセンターの啓発
　
◆相談会の開催
　１）心配ごと相談所
　　・年間20回実施（相談件数10件）
　　・相談員研修の実施
　２）なんでもかんでも相談
　　・年間１0回実施（相談件数７9件）

◆その他福祉事業
　１）福祉車両（車イス対応車両）の貸出　延べ51件
　２）車イス（延べ33台）・ベッド（延べ2台）の貸出　
　３）善意銀行預託金品の受け入れ
　　・預託金　12件
　　・預託品　16件（古切手・車イス等）
　４）おもちゃ図書館『ひよっこ』の実施
　５）セブン‐イレブン・ジャパン社会福祉貢献活動
　　（市内の困窮者世帯や母子父子世帯等に配布）

令和３年度　事業報告



◆日本赤十字社茨城県支部かすみがうら市地区
　１）活動資金増強運動の実施
　２）災害救援に関する業務
　３）赤十字講習会の開催
　４）義援金の受付と送付
　　　・令和2年7月豪雨災害義援金
　　　・令和３年７月大雨災害義援金
　　　・令和３年台風第９号等大雨災害義援金
　　　・ウクライナ人道危機救援金
　５）赤十字奉仕団活動
　　　・防災ボランティア地区リーダー
　
◆茨城県共同募金会かすみがうら市共同募金委員会
　１）赤い羽根共同募金の実施
　２）歳末たすけあい募金の実施

《介護保険事業》
◆介護保険事業
　１）居宅介護支援事業

《受託事業》
　１）地域ケアシステム推進事業の充実　
　２）地域活動支援センター「作業所」の運営
　３）かすみがうら市子どもヘルパー派遣事業
　４）いばらきねんりんスポーツ大会（中止）
　５）生活困窮者自立相談支援事業
　６）生活困窮者家計改善支援事業
　７）生活困窮者就労準備支援事業
　８）被保護者家計改善支援プログラム事業
　９）被保護者就労準備支援プログラム事業
 10）成年後見制度利用促進に係る中核機関運営事業
 11）ファミリーサポートセンター事業
 12）生活支援体制整備事業
 13）元気シニアボランティア事業

　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　　　　中止となった事業があります。

令和3年度　決算報告

収入の部

支出の部

収 入 合 計 195,593,432

項　目 項　目決算額 決算額
①会費収入
②寄附金収入
③経常経費補助金収入
④受託金収入
⑤貸付事業等収入
⑥事業収入
⑦負担金収入

4,238,000
513,947

78,443,862
54,855,809

0
218,585
15,000

⑧介護保険事業収入
⑨障害福祉サービス等事業収入
⑩受取利息配当金収入
⑪その他の収入
⑫その他の活動による収入
⑬前期末支払資金残高

24,151,390
16,627,009

481
20,160

0
16,509,189

（単位：円）

3社 協だより 第 72号

決算総額 ： 195,593,432円

支 出 合 計 195,593,432

項　目 項　目決算額 決算額

（単位：円）

①法人運営事業
②共同募金配分金事業
③ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ事業
④地区社協育成事業
⑤福祉啓発推進事業
⑥食の自立支援事業
⑦生活福祉資金事業
⑧日常生活自立支援事業
⑨善意銀行事業
⑩小口貸付資金貸付事業
⑪地域ｹｱｼｽﾃﾑ推進事業
⑫地域活動支援ｾﾝﾀｰ事業

72,088,707
6,631,327
489,146

１,411,710
3,103,569

0
717,501
785,400
620,202
30,000

7,087,937
16,749,596

⑬子どもﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業
⑭いばらきねんりんスポーツ推進事業
⑮生活困窮者自立支援事業
⑯被保護者家計改善支援プログラム事業
⑰被保護者就労準備支援プログラム事業
⑱ファミリーサポートセンター事業
⑲生活支援体制整備事業
⑳元気シニアボランティア事業
㉑成年後見中核機関
㉒居宅介護支援事業
㉓当期末支払資金残高

141,000
１2,267

24,008,399
3,000,000
5,000,000
1,800,000
8,323,408
638,000
3,149,598
22,161,123
17,644,542
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◆令和４年度　第１回理事会
　＊５月２７日（金）　千代田庁舎

　議　題

　１　令和３年度社会福祉法人かすみがうら市社会福祉協議会事業報告及び決算の承認について

　２　令和４年度第１回社会福祉法人かすみがうら市社会福祉協議会評議員会の開催について

　報　告

　１　令和３年度社会福祉法人かすみがうら市社会福祉協議会会長の職務執行状況報告について

　２　社会福祉法人かすみがうら市社会福祉協議会社会福祉充実残額について

　３　社会福祉法人かすみがうら市社会福祉協議会事務局体制について

　　第１回理事会の議案・報告はすべて承認されました。

◆令和４年度　第１回評議員会
　＊６月１５日（水）　あじさい館

　議　題

　１　令和３年度社会福祉法人かすみがうら市社会福祉協議会事業報告及び決算の承認について

　報　告

　１　社会福祉法人かすみがうら市社会福祉協議会
　　  社会福祉充実残額について

　２　社会福祉法人かすみがうら市社会福祉協議会
　　  事務局体制について

　　  第１回評議員会の議案・報告はすべて承認されました。

理事会・評議員会報告
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生活支援体制整備事業ってなぁ～に？！

　生活支援体制整備事業は、みんなで取り組む「支え合い」の地域づくりを目指す事業です。

　この事業の背景には、現代の高齢者人口の増加に伴い、高齢者を支える若年層は増えず、若い世代

の負担は増加傾向の問題があります。

　このままいくと、介護が必要な高齢者が急増し、サービスの担い手が不足傾向になり、

介護保険の負担の増加も懸念されます。

　このような状況からできたのが、「生活支援体制整備事業」です。この事業は、高齢者

の基盤である「地域」の機能に注目し、地域の住民の皆さんが、年をとっても誰もが安心

して暮らし続けられるよう「支え合いの地域づくり」を行うものです。

　そして、この事業には、各中学校単位に住民の皆さんで構成されている「協議体」とい

うグループがあります。

　各協議体では、自分たちのできることを考え、地域づくりを行っています。

　具体的な活動としては、高齢者の通いの場や見守り活動・声かけ活動などが

あります。

　　　　　　　　　今回、霞ヶ浦中地区協議体では、地域包括支援センターの

　　　　　　　　職員の方が講師になり、「認知症サポーター養成講座」を行い

　　　　　　　　ました。

　　　　　　　　　地域で、認知症の方がいたら・・。どう接したらいいの・・。

　　　　　　　　　悩む場面も想定されます。認知症を理解し、地域で困っている方がいる時は、　　

　　　　　　　　どのような対処ができるのかを学ぶことで、地域の支え合いへつながります。

認知症サポーター養成講座

戸田講師による説明霞ヶ浦中地区協議体の皆さん
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地 区 社 協 活 動 報 告

　地区社会福祉協議会は、地域の福祉課題を地域で協力しながら解決することを目的

として区長や民生委員の方々を中心に組織し、旧小学校区ごとに現在８地区の地区社協

が活動しております。

　下大津地区社会福祉協議会では、下大津地区の身近な危険箇所を地域の皆さんで共通

認識する事を目的に「下大津あんぜんマップ」を作製しました。

ひきこもり相談窓口を開設しました

　　　　一人またはご家族だけで悩んでいませんか？
　　　ご家族だけで抱え込まずに一緒に考えていきましょう。
　　　相談する事で、新しい糸口が見つかるかもしれません。
　　　ご本人からの相談もお待ちしています。
　　　まずは、お気軽にご相談ください。相談は無料になります。

電話：０２９－８９８－２５２７
メール：soudan@kasumigauracity-shakyo.or.jp

【受付時間】
・月曜日～金曜日　 ９：００～１７：００
　　　　　　　　　　　　　　※年末年始、祝日はお休みになります。

下大津地区社協執行部の皆さん 下大津地区の各戸に配布されたマップ
（A１サイズ両面４つ折り）
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サ ロ ン 活 動 紹 介

逆西１１区ふれあいサロン
　逆西１１区ふれあいサロンは、平成１１年２月５日

に発足し、現在は６名で運営しています。

　このサロンは、「自分の健康は自分で」をモットー

に「何かできることはないかしら」とスタートしま

した。いつもは、児童の下校の見守りや、交流・

手芸等を行っています。又、活動前は、地域のゴミ

拾いが日課です。

　７月には、バザーを計画しておりメンバーでアイ

ディアを出し合っていますと代表の松本さんからお

話を伺いました。

活動日　第２,４火曜日　10:00 ～

場　所　逆西１１区集会所
バザーについての話合い

美化活動の様子

　現在、下記の義援金を募集中です。皆さまのご協力を

お願いいたします。

○令和２年７月豪雨災害義援金（令和４年９月３０日まで）

○ウクライナ人道危機救援金 　（令和４年９月３０日まで）

　上記以外の義援金も募集中です。詳細は、社会福祉協議会

へお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

かすみん

（令和４年６月３０日現在　敬称略）

ご協力ありがとうございました。

募　集

義　援　金　・　救　援　金

報　告

令和２年７月豪雨災害義援金  

平成３０年７月豪雨災害義援金

令和４年３月福島県沖地震災害義援金

ウクライナ人道危機救援金

　　　　　　　　　　　　　　　　  田﨑　從子

5,000円

5,000円

10,000円

10,000円

募　集 報　告



よてい・いろいろよてい・いろいろ

障がいのある子もない子も一緒にあそぼう

おもちゃ図書館 ひよっこ

新型コロナウイルス感染予防のため、
発熱や風邪症状がある場合は、利用を
お控えください。

ひきこもりサロン

フリースペース フラット

ひきこもりがち
な方とその家
族のための集
いの場です。

毎週木曜日（祝日を除く）
9：30～11：00　やまゆり館
対象：未就学児 　　  
定員：20組（先着順）

必ず保護者同伴でご利用ください。

ウエルネスプラザ

フラッと、お立ち寄りください

27日（土）
24日（土）
22日（土）

時間　13：30～16：00
場所　ウエルネスプラザ

８月
９月
10月

専門家の意見が聞いてみたい時は

なんでもかんでも相談
心理 ・ 精神
法律 ・ 医療
保育 ・ 障がい
の専門相談員
が応じます。 

やまゆり館働く女性の家 ウエルネスプラザ

法律相談は要予約 ！ 029-898-2527

20日（土）
17日（土）
15日（土）

時間　13：30～16：30

８月
９月
10月

ちょっと悩みを聞いてほしい時は

心配ごと相談

予約不要　直接お越しください

10日（水）
14日（水）
12日（水）

24日（水）
28日（水）
26日（水）

時間（受付）13：30～15：00
相談終了15：30

８月
9月
10月

法律は要予約
※電話での相談は受けておりません

　皆さまからお寄せいただいた善意のこころをご紹介します。
　お寄せいただいた善意は、ご寄贈の趣旨に沿ってかすみがうら市の地域福祉向上の
ために活用させていただきます。（寄付金は、所得税法上の寄付金控除が受けられます。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年４月１日～令和４年６月３０日（順不同・敬称略）

預託金預託金
●綿引　茂
●かすみがうら市カラオケ連合会

●匿名

 18,168円
4,500円

善 意
銀 行
善 意
銀 行
善 意
銀 行

令和4年度 かすみがうら市社会福祉協議会
会員加入ご協力のお願い

　社会福祉協議会では、 会員を募集しております。
　普通会員 ・ 特別会員については、 区長 ・ 常会長 ・ 班長 ・ 自治会長の皆様のご協力
をいただき、 募集しております。
　会員加入のご協力をお願いいたします。　　募集期間 ： ８月末まで

普通会員　年額　500円　　　　特別会員　年額1,000円以上

賛助会員　年額3,000円以上　　法人会員　年額5,000円以上

古切手古切手

新型コロナウイルス感染症の拡大
状況により、開催を中止または延期
する場合があります。
予めご了承ください。

新型コロナウイルス感染予防のた
め、参加される際は、マスクの着用
をお願いします。

古切手の収集は、掲載の他にも
　多くの皆さまにご協力いただいております。

発行・編集：社会福祉法人かすみがうら市社会福祉協議会　かすみがうら市社会福祉協議会広報委員会
住所 ： 〒300-0121 茨城県かすみがうら市宍倉 5462    電話：029-898-2527【土日祝日・12/28～1/3を除く 8：30～17：15】
Ｆ Ａ Ｘ ： 029-898-3523　ＨＰ：http://www.kasumigauracity-shakyo.or.jp　E-mail： info@kasumigauracity-shakyo.or.jp8
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